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研究成果概要 
大気ニュートリノ振動の解析に不可欠なHONDA大気ニュートリノフラックスモデルの

高度化を行なっている。空気シャワー発達を決めるハドロン生成モデルについて、従来

宇宙線ミューオンで最適化されてきた粒子生成を、複数の加速器実験での測定データを

組み合わせて最適化する手法を導入した新しいHONDA大気ニュートリノフラックスモ

デルを構築した。前年度から準備してきた論文をPTEPに投稿を行い、受理を待っている

ところである。 

一方、FORTRANで書かれているHONDA大気

ニュートリノフラックスのプログラムの公

開と保全を進めるため、C++を用いたコー

ドへの書き換えを進めるHONDA-CXXプロジ

ェクトを岡山大学と共同で開始した。AIを

用いたプログラミングツールClaudeを利用

し、プログラムの書き換えを効率的に行

い、結果の再現性を確かめながら注意深く

進めている。 

2026年3月9-13日にノートルダム大学

（USA）で行われたNuFlux Workshop: 
Workshop on Accelerator and 

Atmospheric Neutrino Flux Determinationに佐藤が出席し、新しいHONDA大気ニュ

ートリノフラックスモデルの紹介を行うと共に、ニュートリノフラックス計算の専門家



と意見交換を行い、本HONDA大気ニュートリノフラックスモデルのコードの管理、

C++化への期待や、最近改訂された新しいBartol大気ニュートリノフラックスとの比較

などについて議論を行った、 
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